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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況
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0907 ０２１２２ 一般
国際交流推進費（語学指導等外国
青年招致事業費）

①

・外国青年を道や市町村に配置し、
地域社会での諸活動を通じて、地域
の外国語教育の充実や地域レベル
での国際交流の進展を推進

国際課 17,330 17,330 0.6 0.2 0.8 23,578 現状維
持

引き続き、外国青年の地方公共団
体等への配置を継続する必要があ
るため。

－ ④ ①
研修のオンライン化や資料の電子
化など、すでに可能な範囲において
対応している。

－ ⑥⑦ ①
研修のオンライン化や資料の電子
化など、すでに可能な範囲において
対応している。

○ ①

研修の実施方法などの見直しを行
うなど、すでに可能な範囲において
コロナ渦の状況に応じた事業内容
の見直しを図った。

現状維
持

0908 ０２１２２ 一般
国際交流団体活動推進費（北海道
国際交流・協力総合センター補助
金）

・公益社団法人北海道国際交流・協
力総合センター（北海道の地域国際
化協会）の事業に対する支援

国際課 87,385 87,385 0.5 0.6 1.1 95,976
現状維

持

道の国際活動の総合的かつ中核的
な拠点である北海道国際交流・協
力総合センターと連携し、引き続き
道民の国際交流・協力・多文化共生
への理解や地域の国際化に向けた
意識の醸成、諸外国との相互理解
や友好親善を促進する。

○

引き続き、道内企業等への新規加
入の勧誘による会費の確保や、委
託業務の受注等により、補助金に
依らない自主財源の確保に努める
よう収支改善に向けた取組を推進
する。

道からの補助金等が事業費の２分
の１を超える状況であるが、道が主
体的、政策的に関わっていることに
ついては理解する。今後においても
道との関係性及び活動にあたって
の内容、予算等の精査に努めるこ
と。

現状維
持

引き続き、道との関係性及び活動に
あたっての内容、予算等の精査に
努める。

1 一般 国際情報ネットワーク事業 ①
・インターネットを活用した情報提
供、国際協力理解のための情報発
信

国際課 2,222 2,222 0.0 2,222 － ④ ① 既にオンライン化を進めている。 － ⑥ ① 既にオンライン化を進めている。 ○ ① 既にオンライン化を進めている。

2 一般 北海道協力・研修団派遣事業 －
・地域リーダーとして活躍が期待で
きる道内在住者を海外へ派遣

国際課 1,533 1,533 0.0 1,533 － － － － － － － －

3 一般
外国人留学生受入定着促進・国際
交流支援事業

①

・留学生受入促進のための留学検
討者向け情報発信・プロモーション
事業の実施
・道内留学生の卒業後の定着に向
けた理解促進・気運醸成

国際課 6,883 6,883 0.0 6,883 － ④ ① SNSの活用等、既にオンライン化を
進めている。

－ ⑥ ① SNSの活用等、既にオンライン化を
進めている。

○ ① SNSの活用等、既にオンライン化を
進めている。

4 一般 北海道出身海外移住者支援事業 －
・北海道出身海外移住者等の留学
生・技術研修員の受入、海外道人
会への助成

国際課 13,905 13,905 0.0 13,905 － － － － ー － － －

5 一般 外国公館交流促進事業 ②
・外国公館等によるインターナショナ
ルウィークの開催等

国際課 577 577 0.0 577 － ④ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

－ ⑥ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

○ ①
既に可能な範囲においてオンライン
化を進めている。

6 一般
外国人にも暮らしやすい地域づくり
推進事業

②
・多文化共生啓発事業、高校生・世
界の架け橋要請事業等

国際課 6,566 6,566 0.0 6,566 － ④ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

－ ⑥ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

○ ①
既に可能な範囲においてオンライン
化を進めている。

7 人件費 事業人件費（地域国際化協会事業） － ・事業実施に要する人件費 国際課 40,648 40,648 0.0 40,648 － － － － － － － －

8 一般 事業費（一般事業） ②
・資料の収集や調査研究事業等を
実施（定額補助）

国際課 15,051 15,051 0.0 15,051 － ④ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

－ ⑥ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

○ ①
既に可能な範囲においてオンライン
化を進めている。

0909 ０２１２２ 一般
国際交流推進費（災害時外国人多
言語支援事業）

・災害時における多言語支援の取
組を強化し、外国人が安心して暮ら
せるよう必要な環境整備の実施

国際課 5,360 5,360 0.2 0.6 0.8 11,608 終了
来年度以降は運用を開始するため
別途検討

終了

1 一般
災害時多言語支援センターの運用
準備

② 国際課 1,455 1,455 0.0 1,455 － ④ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

－ ⑥⑦ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

○ ①
既に可能な範囲においてオンライン
化を進めている。

2 一般 地域における支援体制の機能強化 ② 国際課 2,024 2,024 0.0 2,024 － ④ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

－ ⑥⑦ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

○ ①
既に可能な範囲においてオンライン
化を進めている。

3 一般 予防教育の実施 ② 国際課 1,881 1,881 0.0 1,881 － ④ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

－ ⑥⑦ ①
既に打ち合わせ等においてオンライ
ンを活用するなど対応済み。

○ ①
既に可能な範囲においてオンライン
化を進めている。

0910 ０２１２２ 一般
国際交流推進費（多文化共生に係
る地域連携促進事業）

①
・市町村、交流団体、教育機関等を
対象に地域スキルアップワーク
ショップを実施

国際課 2,743 1,536 0.5 0.6 1.1 11,334 終了 単年度臨時的経費のため事業終了 － ④ ① すでに可能な範囲においてオンライ
ンを活用するなどして対応済。

－ ⑥⑦ ① すでに可能な範囲においてオンライ
ンを活用するなどして対応済。

○ ①

すでに可能な範囲においてオンライ
ンを活用するなどして、コロナ禍の
状況に応じた事業内容の見直しを
図った。

終了

0911 ０２１２２ 事務 多文化共生事務に関すること － ・道内に在住する外国人住民との共
生環境づくりに関する事務

国際課 0 0 2.6 0.6 3.2 24,992 現状維
持

関係機関との連携強化により地域
における多文化共生の推進を図る
など、引き続き、外国人材の受入・
共生の環境整備に向けた取り組み
を実施する。

－ － － － － － － － 現状維
持

0912 ０２１２２ 事務 国際企画事務に関すること －

・課内の総合調整、外務省との連絡
調整、北朝鮮による拉致事件、国連
協会北海道本部に関する事務、予
算決算、経理等に関する事務

国際課 0 0 3.5 0.1 3.6 28,116 現状維
持

引き続き国際企画事務を継続する
必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0913 ０２１２２ 事務 国際政策事務に関すること －
・国際政策の総合調整、北海道グ
ローバル戦略、クールHOKKAIDO等
に関する事務

国際課 0 0 1.8 0.4 2.2 17,182 現状維
持

引き続き国際政策事務を継続する
必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0914 ０２１２２ 事務 国際課総合調整事務 － ・課内の総合調整に関する事務 国際課 0 0 4.0 0.0 4.0 31,240
現状維

持
引き続き国際課総合調整事務を継
続する必要があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0 112,818 111,611 13.7 3.1 16.8 ■令和４年度　新規事業

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

国際交流推進費（災害時外国人多言語支援事業）、多文化共生に係る課題解決地域連携モデル事業
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他
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